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犬山のまちづくり

～インスタジェニックな城下町～
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愛知県犬山とは・・・

• 「犬山」という名前は聞いたことがある。

• 日本最古の木造天守を今に残す、国宝五城といわれる「犬山城」がある。

• ほとんど岐阜県。関東圏からは、馴染みのない観光地！？

ほとんど予備知識のないなかでの訪問！

この報告では、行ってみてわかったことを

ネット上の情報を中心におさらいしたい・・・

⇒ なるほど、そういうことだったのか！



〝インスタ映え〟で一気に人気観光スポットに！

• 2003年には年間19万人だった観光客数

• 2018年には過去最多の年間60万人を突破！

• きっかけは、犬山城と共に生きる地域の人々のまちづくり

• 華やかな恋小町だんごやパワースポットの三光稲荷神社など、インスタ
ジェニックな要素を取り入れた城下町は話題のスポットへと大変身！

• 流行に敏感な若者が足を運ぶ、活気ある観光地になった。



若者や女性の観光客が増加

• きっかけは、「インスタ映え」。インスタジェニック＝インスタ映えするさま

• ハート型の絵馬で縁結び祈願ができる三光稲荷神社や、茶処くらやの「恋
小町だんご」がSNS上で拡散され、評判となった。

• 【コロナ前】メインストリートの本町通りには、店に並ぶ観光客の行列が絶え
ることなく、平日・休日問わず活気ある城下町となった。



インスタジェニック INSTAGENIC

• 2017年の流行語大賞「インスタ映え」

• インスタ映えを求めてユーザー同士がコミュニケーションを活性化させ、日
本国内の消費行動にも大きな影響を与えている。

• いわゆる「インスタ映え」する被写体のことを「インスタジェニック」と呼ぶ。

• ｢Instagram｣と｢フォトジェニック(写真映えするの意)｣を合わせた造語

• 企業や自治体がInstagramでバズらせるためには、いかにこのインスタジェ

ニックを作りだし、ユーザーの拡散行動を促せるかが重要。

引用）2018.2.5 エムタメ（マーケティング担当者のための情報サイト）



インスタジェニックな街並み

• ここは本当に東京！？カラフルなアメリカンストリート「福生」

•着物でぶらり「犬山城下町」でインスタスポットめぐり

• 千と千尋のモデル「銀山温泉」で大正ロマンを感じよう

• ネコカフェよりも猫島へ！ハート型の「相島」が癒される



城下町にはカラフルなおだんごや焼きドーナツ、おみくじ付きの
ハート型アイスなどインスタジェニックがたくさん存在。

その中でも有名なのが、犬山城のふもとにある「三光稲荷神社」の
ハートの絵馬。城下町にはハートのグッズも多数あるので、お願い
すれば縁結びのご利益をいただけそう・・・。



復活の経過

• 犬山城の来場者は10年で3倍、城下町の観光客は5年で2・5倍に！

• 犬山城の来場者は2017年に57万人超を記録。4年連続過去最高記録を

更新し、11年連続前年増を更新。史上最低の19万人だった2003年から3

倍もアップ。

• 城下町の活況ぶりはさらに顕著。中心となる本町通りの店舗数は2003年

は15店舗程度→今やおよそ65店舗（2017年当時）。

• そして2012年に1日平均約1700人だった歩行者数は2017年には4500人

以上と何とわずか5年で2・5倍にも急増（土日祝を中心とした歩行者天国開

催日実績）。



20代インスタ女子にウケた３つの要素

• 「ハートの絵馬」：「かわいい!」とSNSで話題に。観光情報サイト・スナップレイスが

選ぶ「2017年SNS映えスポットランキング」では堂々全国3位に輝いた。

• レンタル「着物」：ヴィヴィッドな色柄の着物を用意する店も多く、城下町の中でいっ
そうカメラ映えする効果をもたらしている。

• 「串グルメ」：犬山はもともと豆腐を串に刺したでんがくが郷土料理であることから、
2007年からご当地グルメとして串グルメを売り出した。「茶処くらや」がスイーツ感

覚のカラフルな恋小町団子を売り出すとこれまた話題沸騰。休日ともなると大行

列。他店もこれに負けじとアイデアを凝らしたメニューを開発し、ユニークな串グル

メを片手に散策することが、必須の楽しみ方となっている。



犬山市観光協会によれば・・・

• 「犬山の観光は昭和40年代が黄金期で、その後長期的に右肩下がりの傾向にあ

りました。城下町は“猫も歩いていない”といわれる時期もあったほどです。せっか

く来てくれても、お城だけ見て帰ってしまう人がほとんど。そこで、もっと周辺も含め

て楽しんでもらえるよう、城下町の魅力向上や、明治村やリトルワールドなどの周

辺施設とのセット券を売り出すなどして、犬山観光のエリアを広げる取り組みを

ずっと続けてきたんです」と犬山市観光協会の後藤真司さん。

• 2003年に第3セクター、犬山まちづくり株式会社を設立して空き店舗対策に着手。

少しずつ店舗が増え始めたところで2007年に串グルメに名鉄とのタイアップ企画、

2009年には電線の地中化工事完了にともない歩行者天国を実施（行楽シーズン

の土日祝）。



コロナ禍で顕在化した課題
（犬山市観光戦略会議（2020.10開催） 資料から抜粋）

• 感染症拡大を広げる可能性がある大規模イベント・催事は実施できなく
なった（犬山祭、花火など）。

• 地元住民に普段から利用されている店舗はある程度来客があったが、そう
した繋がりがあまりない店舗は厳しい状況にあった。

• 感染症対策をしっかりと講じている店舗、そうでない店舗の間でも好不調
が生じた。

• 事業者同士の情報共有・意見交換の仕組みがない。店舗間での情報共有
や意見交換ができない。孤立する店舗もあった。

• 平日に来ていた団体客及び外国人観光客がほぼゼロになっている。平日
と土日の客数の違いがこれまで以上に大きくなっている。

• 宿泊者数は激減。主要宿泊施設である名鉄犬山ホテルが令和元年 8 月
末に閉鎖・建替えとなり、厳しい状況.

• 1 月時点での対前年比約 40％,3 月約 17％、4 月約 7％、5 月約 4％、8 
月約 16％



• 住民や観光客からの苦情の内容に変化

• これまでは、渋滞や混雑、ごみのポイ捨て、臭気、騒音など、人が集まることで起
きる様々な問題に対しての苦情が多くあった。

• コロナ禍では「密になっていること」に対する不安の声が聞こえてくるようになった
（観光客が増え密になっている不安、事業者・観光客でマスクをしていない人に対

する懸念など）。

• 市の観光振興施策にも影響が発生

• 観光振興の財源である公共駐車場の収入が大きく落ち込んでいる。

• コロナ禍では観光関連事業が実施できず、予算が削減され、補正予算によってコ
ロナ対策にまわされる。

• 誘客宣伝活動も例年通りに実施できていない。

• 主要観光コンテンツである「木曽川うかい」は観覧者数が低調、非常に厳しい状況。
8 月末までの時点で約 1,000 人（R1 同時期は約 13,000 人。対前年比約 7％）



犬山の未来 2037年を目指して・・・

• 「2037年をどう迎えられるか。犬山の未来はここに懸かっています。この年、

犬山城は築城500年を迎えます。日本最古の城郭ですから、500周年は日

本初なんです。19年後なんて遠い先のことのようですが、文化財で何か新

しいことをやろうと思った場合、今から考えていかなければ間に合いません。

この大きな目標にみんなで取り組むことが、さらに何十年か先までの犬山

を左右すると思っています」（2018年、観光協会・後藤さん）

コロナ禍、そしてアフターコロナの犬山を注視したい・・・



ご清聴ありがとうございました。

【引用】

• 2018.2.5 エムタメ（マーケティング担当者のための情報サイト）

• 犬山市「犬山市観光戦略会議（2020.10開催）資料」

• 2018.1.22 マイナビニュース「10年連続入場者数増! インスタ映えが若者を呼んだ
犬山城&城下町の魅力」

• 2018.1.31 Yahooニュース「インスタ女子が人気をけん引！城下町・犬山はなぜこ
んなにブレイクしたのか？」

• ネット上のイメージ写真 など


